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遊水地の上部空間活用について、検討委員会を設け基本方針をとりま
とめ、一次池にビオトープを二次池に少年野球場などを整備した。
ボランティアとの協働による管理等により、生物多様化が図られてい

るが、今後も継続的な環境調査の実施や、越流による堆積土砂への対応
などにより、豊かな自然環境を維持する必要がある。
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